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まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）① 

フ リ ガ ナ ナカガワ サトシ 写真 

3.5×4.5cm 

氏 名 中川 智之 

派 遣 希 望 区 ■市内全域

支援専門分野（注１） 支援専門分野の内容 

ルール又は

プランづくり等 
〇 

地域まちづくりプラン  地域まちづくりルール 

地区計画  建築協定  景観計画  景観協定 

まち普請事業 

その他地域のまちづくりに関する計画 

市街地開発事業等 土地区画整理事業 市街地再開発事業 

防災まちづくり等 〇 
横浜市の制度を活用した地震火災対策 

密集市街地の改善  防災・減災の指導 

その他 

得意とする分野 

（複数選択可） 

地域福祉（高齢者・障がい者・子育て支援等）  防犯  水・緑・環境 

歴史・文化・アート  空き家・空き地の利活用  商店街活性化 

狭あい道路整備  耐震改修  共同建替  コミュニティの再生

地域の活動拠点運営  地域交通サポート事業  ICT・WEBの活用 

その他（ ） 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書き

ください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まちづく

りプラン 

・ 

地区計画 

町田市小山田

桜台まちづく

り協議会 

平成 16 年～現

在 

・まちづくり協議会への参加、アドバイス、合意形成
支援

・町田市住み良い街づくり条例に基づく、地区まちづ
くりプランの策定支援 

・都市計画一団地の住宅施設、建築協定から地区計画
への移行検討、地区計画案の作成支援 

・地区計画移行後の住民主体のマネジメント活動の
支援・アドバイス

・協議会ニュース作成や FB の運営支援

地域まちづく

りプラン 

・ 

地区計画 

八王子市めじ

ろ台地区 
令和元年～現在 

・八王子市地区まちづくり推進条例に基づくまち
づくり協議会準備会への参加、アドバイス

・空き家・空き地活用や地区計画の基準（最低敷地
規模、用途）見直し検討に向けた事例等の情報提
供、検討の進め方の提案 

（注意）支援専門分野は、横浜市まちづくりコーディネーター等及びまちづくり支援団体の登録等に関する要綱の

別表第１を参照してください。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。



まちづくりコーディネーター 登録シート（閲覧用）② 

支
援
専
門
分
野
に
関
す
る
支
援
の
実
績
等

支援専門分野

の内容・支援

可能なテーマ 

地区名 時期 

支援内容等 

※ 支援の成果も含め、できるだけ具体的にお書

きください。

（200 文字以内かつ９行以内） 

地域まちづく

りプラン 

町田市リサイ

クル文化セン

ター周辺まち

づくり協議会

平成 26 年～平

成 30 年 

・まちづくり協議会※への参加、協議会メンバーの
意向把握、事例紹介、アドバイス 
※リサイクル文化センターの建替えに反対す
る地域自治会の横断的組織。

・バリューアッププランの策定支援
・市への提案に向けた取組のアドバイス

地区計画 

・その他のま

ちづくりに関

する計画（団

地建替え）

調布市多摩川

住宅ト号棟管

理組合 

平成 24 年～現

在 

・多摩川住宅全体に適用されている都市計画一団

地の住宅施設の地区計画移行に向けたアドバイ

ス、提案、他の号棟との合意形成支援

※調布市と狛江市にまたがる東京都住宅供給

公社が供給した賃貸分譲併存の大規模団地

・段階的な地区計画移行の提案とト号棟の建替え

計画の検討・アドバイス。特に団地全体の魅力づ

けについてアドバイス

地区計画 
横浜市汐見台

団地 
平成 31 年 

・汐見台団地の幹事メンバーを対象に、都市計画

一団地の住宅施設から地区計画への移行に向け

てアドバイス、提案。（特に戸数制限の廃止など） 

景観計画 
陸前高田市ま

ちなか地区

平成 27 年～平

成 30 年 

・陸前高田市のまちなか地区のみせづくり・まち

づくりに向けた住民ワークショップの運営支

援。

・ワークショップを踏まえ、店づくり・まちづく

りガイドブック（景観まちづくりルールブック）

を作成。

自身の考えるコーディネーターの役割とまちづくりのポイント（500 文字以内） 

❶住民が主体となったまちづくり支援

・地域の課題は多様ですべてを自治体に頼っても解決しません。地域住民自らが主体的にマネジメント

にかかわることが重要です。コーディネーターはその支援を行います。

❷活動を支援し自立的なまちづくりにつなげるとともに、その担い手を呼び込む

・どこの地域も高齢化が進んでおり、若い世代の参画を図ることが重要です。コーディネートを通じて、 

多様な主体の参画を目指します。活動支援を通じて、地域で活動する NPO 団体や地元大学との連携

を図り、参加の輪を広げ、具体的なアクションにつなげます。 

必要に応じて資料を A4 判１ページまで添付できます。 

要綱様式第１号-２ 

※注意：このシートは横浜市の
ホームページ等で公開されます。


